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北
川
あ
き
ら

中
村
や
す
ろ
う　

両
氏
、
揃
っ
て
勇
退

自民党京都市会議員団、新しい世代に交代自民党京都市会議員団、新しい世代に交代

二
ノ
湯
し
ん
じ
君
、
街
頭
に
立
つ

　

自
ら
の
思
い
を
熱
く
語
る
。

二
ノ
湯
し
ん
じ
君
が
1
月
30
日
か
ら
右

京
区
各
地
で
、
街
頭
演
説
を
始
め
た
。

初
日
は
朝
の
7
時
半
か
ら
1
時
間
、
阪
急

西
院
駅
に
立
ち
「
今
こ
そ
、
伝
統
が
未
来

を
拓
く
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
自
ら
の
思

い
を
熱
く
語
っ
た
。
こ
の
時
間
帯
、
西
院

駅
周
辺
は
通
勤
を
急
ぐ
人
々
で
ご
っ
た
返

し
て
い
る
が
、
中
に
は
足
を
止
め
て
話
を

聞
い
て
く
れ
る
方
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
目

を
通
す
方
も
見
ら
れ
た
。
二
ノ
湯
し
ん
じ

君
は
、
街
頭
な
ど
で
自
ら
の
抱
負
を
主
張

す
る
一
方
、
住
民
や
有
権
者
と
の
直
接
対

話
も
重
視
し
て
い
る
。
代
議
制
度
が
採
用

さ
れ
て
い
る
日
本
に
お
い
て
は
、
有
権
者

の
声
を
議
会
に
届
け
る
こ
と
は
政
治
家
の

大
き
な
使
命
で
あ
る
。
二
ノ
湯
し
ん
じ
君

は
、
そ
の
基
本
を
大
切
に
し
、
京
都
府

民
・
京
都
市
民
の
た
め
に
奉
仕
す
る
考
え

で
あ
る
。

寒風の中、熱っぽく訴える二ノ湯しんじ君

昭
和
50
年
4
月
、
父
薫
氏
の
後
継
者
と
し
て
45
才
で

初
陣
を
飾
っ
た
自
民
党
市
会
議
員
団
の
代
表
幹
事
で
あ

る
北
川
明（
前
自
民
党
府
連
幹
事
長
、
元
市
会
議
長
）氏

は
、
す
で
に
今
期
限
り
で
の
勇
退
を
表
明
し
て
い
る
。

1
月
26
日
、
議
員
と
し
て
の
最
後
の
後
援
会
総
会
が
京

都
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
挨
拶
に
立
っ
た
北
川

氏
は
32
年
間
の
議
員
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
中

選
挙
区
制
時
代
は
少
数
派
に
属
し
て
い
た
の
で
苦
し

い
時
代
が
続
い
た
が
、
小
選
挙
区
制
に
変
わ
っ
て
か

ら
、
政
治
家
と
し
て
日
の
当
た
る
場
所
に
出
る
事
が
出

来
た
。
谷
垣
府
連
会
長
、
北
川
幹
事
長
で
コ
ン
ビ
を
組

み
、
自
民
党
京
都
府
連
の
運
営
に
参
画
で
き
、
感
慨
も

ひ
と
し
お
で
あ
る
。
衆
議
院
選
挙
で
の
公
募
制
導
入
、

市
政
改
革
も
実
行
で
き
思
い
残
す
こ
と
は
な
い
。
後
は

若
い
諸
君
に
任
せ
た
い
」
と
語
っ
た
。

中
村
安や

す

良ろ
う

氏
は
選
挙
権
を
得
る
前
の
青
年
時
代
か
ら

故
前
尾
繁
三
郎
代
議
士
の
選
挙
を
手
伝
い
、
後
援
会
の

幹
部
と
な
っ
た
。
昭
和
50
年
42
才
の
若
さ
で
、
教
育
環
境

の
改
善
を
掲
げ
て
、
自
民
党
公
認
で
市
会
に
出
馬
、
堂
々

５
位
の
好
成
績
で
初
当
選
し
た
。
8
期
32
年
間
に
わ
た

る
中
村
議
員
の
政
治
生
活
は
極
め
て
順
調
で
あ
っ
た
。
政

界
で
は
党
府
連
幹
事
長
、
市
会
議
長
、
政
令
都
市
議
員

連
盟
の
幹
事
長
、
民
間
で
は
京
都
市
体
育
振
興
会
連
合

会
会
長
な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
。
温
厚
な
人
柄
で
多
く

の
人
か
ら
「
安
良
さ
ん
、
安
良
さ
ん
」
と
慕
わ
れ
た
。
2

月
9
日
に
行
わ
れ
た
後
援
会
新
年
会
で
「
普
通
の
農
家

に
生
ま
れ
た
私
が
、
先
輩
、
同
僚
の
お
蔭
で
、
市
会
に
出

し
て
い
た
だ
き
、
地
域
、
京
都
の
た
め
に
多
く
の
仕
事
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
目
に
涙
を
浮
か
べ
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

涙声で感謝の気持ちを表明会場で起こる引退を惜しむ声

盟
友
谷
垣
禎
一
氏
と
握
手
す
る
北
川
氏

野
中
ひ
ろ
む
氏
か
ら

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
受
け
る
中
村
氏

好敵手
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参
議
院
総
務
委
員
会

　
　
　

野
党
欠
席
で
採
決

再
々
の
出
席
の
呼
び
か
け
に
応
じ
ず

通
常
国
会
始
ま
る

統
一選
、
参
議
院
選
控
え
与
野
党
対
立
か

マダガスカル、コンゴ、　　　　　　　
　　　　　　ナイジェリア大使を囲んで

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

参議院外交調査会　
アフリカ各国大使と懇談

2
月
6
日
に
「
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
を
審
議
す
る
参
議
院
総
務
委

員
会
が
開
か
れ
た
が
、
野
党
は
柳
沢
厚
生
労
働
大

臣
の
発
言
を
巡
っ
て
衆
参
両
院
で
の
審
議
入
り
を

拒
み
続
け
た
。
与
党
の
理
事
に
よ
る
再
三
の
呼
び

か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
席
せ
ず
、
や
む
を
得
ず

与
党
議
員
だ
け
の
出
席
で
委
員
会
を
開
い
た
。
上

程
さ
れ
て
い
る
法
案
は
地
方
自
治
体
の
交
付
税
に

関
わ
る
重
要
な
法
案
な
の
で
、
言
論
の
府
で
堂
々

と
議
案
の
議
論
を
し
て
、
大
臣
の
発
言
な
ど
政
府

に
糾
す
べ
き
所
を
主
張
す
れ
ば
よ
い
。
自
分
達
の

言
い
分
が
通
ら
な
け
れ
ば
土
俵
に
も
上
が
ら
な
い

1
月
26
日
午
前
11
時
、
天
皇
陛
下
ご
臨
席
の

下
、
第
166
回
国
会
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、

陛
下
は
午
前
10
時
45
分
に
衆
参
両
議
員
が
出
迎
え

る
中
、
国
会
正
面
玄
関
に
到
着
さ
れ
た
。
天
皇
陛

下
は
参
議
院
本
会
議
場
で
の
開
会
式
で
「
国
民
生

活
の
安
定
と
向
上
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
た
め
、

国
権
の
最
高
機
関
と
し
て
、
そ
の
使
命
を
十
分
に

果
た
し
、
国
民
の
信
託
に
こ
た
え
る
こ
と
を
切
に

希
望
し
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。

今
国
会
に
は
平
成
19
年
度
国
家
予
算
案
を
始
め

予
算
関
連
法
案
35
、
そ
の
他
55
の
法
案
や
16
の
条

約
が
上
程
さ
れ
て
い
る
が
、
統
一
選
、
参
議
院
選

を
目
前
に
控
え
て
い
る
た
め
に
会
期
の
延
長
は
考

え
ら
れ
ず
、
か
な
り
厳
し
い
日
程
と
な
る
。
し
か

も
、
政
治
資
金
の
事
務
所
費
の
処
理
、
柳
沢
厚
労

相
の
発
言
問
題
等
が
浮
上
し
て
き
た
た
め
に
与
野

党
の
対
立
が
激
化
し
、
法
案
審
議
に
十
分
な
時
間

が
取
れ
る
の
か
心
配
さ
れ
て
い
る
。
予
算
案
の
審

議
は
衆
議
院
が
優
先
さ
れ
る
の
で
、
参
議
院
に
回

付
さ
れ
て
く
る
の
は
3
月
の
初
旬
に
な
る
予
定
で

あ
る
。
な
お
、
二
ノ
湯
議
員
は
今
国
会
で
も
引
き

続
き
総
務
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
政
治

倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員

会
、
国
際
問
題
に
関
す
る
調
査
会
の
所
属
と
な
っ

た
。な

お
、
通
常
国
会
の
開
会
日
に
は
多
く
の
国
会

で
は
ま
る
で
駄
々
っ
子
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
で

は
国
民
か
ら
与
え
ら
れ
た
権
利
を
自
ら
放
棄
す
る

の
も
同
じ
で
あ
る
。
健
全
な
野
党
の
存
在
は
日
本

の
政
治
に
と
っ
て
好
ま
し
い
が
、
今
の
よ
う
な
民

主
党
で
は
と
て
も
日
本
の
政
治
を
任
せ
る
こ
と
が

出
来
な
い
。

議
員
が
和
服
姿
で
登
院
す
る
。
二
ノ
湯
議
員
は
着

物
を
着
用
し
な
か
っ
た
が
末
松
議
員（
兵
庫
選
挙

区
）、
先
の
国
会
で
勤
続
25
年
表
彰
を
受
け
た
艶

や
か
な
着
物
姿
の
山
東
昭
子
議
員
と
記
念
写
真
を

撮
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
連
邦
は
53
ヶ
国
あ
る
が

人
口
の
50
％
以
上
が
1
日
1
ド
ル
以

下
の
収
入
で
、
世
界
で
最
も
貧
し
い

国
々
で
あ
る
。
エ
イ
ズ
患
者
が
非
常

に
多
く
、
政
治
情
勢
が
常
に
不
安
定

で
あ
り
、
国
際
テ
ロ
組
織
が
活
動
す

る
温
床
に
な
っ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ

の
経
済
発
展
を
図
る
こ
と
は
世
界
の

平
和
と
安
定
、
し
か
も
人
間
の
安
全

保
障
を
図
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
先
進
国
の
責
務
で
も
あ
る
。
し

か
し
、
ア
フ
リ
カ
53
ヶ
国
の
中
で
我

が
国
の
大
使
館
数
は
24
ヶ
国
に
過
ぎ

ず
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
資
源
獲
得
を

目
指
す
中
国
の
大
使
館
数
は
46
ヶ
国

に
上
る
。
平
成
19
年
度
に
は
日
本
政

府
は
ボ
ツ
ワ
ナ
、
マ
ラ
ウ
イ
、
マ
リ
の
3
ヶ
国
に

大
使
館
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
と
ア
フ

リ
カ
外
交
に
お
い
て
は
中
国
に
大
き
く
遅
れ
を

と
っ
て
い
る
。
１
９
９
３
年
に
、
日
本
政
府
は
ア

フ
リ
カ
の
経
済
発
展
に
取
り
組
む
た
め
に
、
ア

フ
リ
カ
開
発
会
議（
T
I
C
A
D
）を
国
連
と
共

催
し
た
。
こ
れ
は
日
本
が
誇
る
先
見
的
な
外
交
で

あ
る
。
日
本
は
T
I
C
A
D
を
基
軸
に
ア
フ
リ
カ

外
交
を
積
極
的
に
展
開
し
、
２
０
０
５
年
の
「
ア

フ
リ
カ
の
年
」
に
は
ア
フ
リ
カ
へ
の
O
D
A（
政

府
開
発
援
助
）を
3
年
間
で
倍
増
す
る
政
策
を
表

明
し
、
着
実
に
実
施
し
て
い
る
。
２
０
０
８
年
に

は
東
京
で
第
４
回
T
I
C
A
D
閣
僚
会
議
が
行
わ

れ
る
。
会
議
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
参
議
院
外
交

調
査
会
の
議
員
が
在
京
の
12
カ
国
の
ア
フ
リ
カ
大

使
を
招
き
懇
談
会
を
開
い
た
。
外
務
省
飯
倉
公
館

で
の
懇
談
会
に
は
、
日
本
側
か
ら
浅
野
外
務
副
大

臣
、
矢
野
参
議
院
国
対
委
員
長
、
服
部
礼
次
郎
ア

フ
リ
カ
協
会
会
長
、
外
務
省
の
高
官
、
そ
し
て
参

議
院
外
交
調
査
会
の
二
ノ
湯
智
氏
を
含
む
11
名
の

自
民
党
参
議
院
議
員
が
出
席
し
た
。

空席のままの野党席、　　　　　
　　　　　　　参議院総務委員会

国会開会式の当日、山東昭子議員と
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激励に駆けつけた人々に御礼の挨拶をする二ノ湯しんじ君

参
議
院
自
民
党

全
日
本
仏
教
議
員
連
盟
が
設
立

二
ノ
湯
議
員
、
幹
事
に
就
任

政
治
家
の
運
、
不
運
は
紙
一
重

奈
良
森
岡
氏
、
岐
阜
藤
井
氏

公
認
得
ら
れ
ず

藤井孝男氏

自
民
党
道
州
制
調
査
会

二
ノ
湯
議
員
、
幹
事
に
選
任
さ
れ
る

市
町
村
合
併
の
進
展
な
ど
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
よ
り
道
州
制
の
導
入
が
政
治
の
大
き
な
テ
ー

マ
に
な
っ
て
き
た
。
安
倍
首
相
も
施
政
方
針
演
説

の
中
で
道
州
制
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
安
倍
内
閣
は
渡
辺
喜
美
道
州
制
担
当
大
臣

の
下
に
「
道
州
制
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
を
新
設

し
、
道
州
制
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
検
討
を
始
め

る
。
自
民
党
道
州
制
調
査
会（
杉
浦
正
健
会
長
）で

も
、
精
力
的
に
取
り
組
み
、
5
月
中
に
も
中
間
報

告
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。
二
ノ
湯
議
員

は
こ
の
問
題
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
今
回

の
調
査
会
人
事
の
中
で
、
幹
事
に
選
任
さ
れ
た
。

去
る
1
月
30
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
自
民

党
所
属
の
参
議
院
議
員
が
相
集
い
、「
参
議
院
自

民
党
全
日
本
仏
教
議
員
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
た
。

仏
教
会
側
か
ら
真
宗
大
谷
派
の
安
原
晃
全
日
本
仏

教
連
盟
理
事
長
は
じ
め
既
成
仏
教
会
の
各
宗
派
の

代
表
が
参
加
し
た
。
仏
陀
の
和
の
精
神
に
基
づ
き

慈い
つ
くし

む
心
と
、
共
に
生
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
が
こ
の
連
盟
の
目
的
で
あ
る
。
会
長
に
は
青
木

幹
雄
自
民
党
参
議
院
会
長
が
就
任
、
事
務
局
長
に

小
泉
顕
雄（
比
例
区
、
園
部
町
出
身
）氏
が
就
任
、

二
ノ
湯
議
員
は
幹
事
に
選
ば
れ
た
。
青
木
会
長

は
「
こ
れ
だ
け
多
く
の
議
員
が
参
加
し
大
変
心
強

い
。
お
互
い
率
直
に
話
し
合
い
、
仏
教
会
の
要
望

を
実
現
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

一
昨
年
7
月
、
衆
議
院
で
郵
政
民
営
化
関
連
法

案
に
反
対
し
、
総
選
挙
で
自
民
党
の
公
認
を
得

ら
れ
ず
、
無
所
属
で
立
候
補
し
た
人
達
は
33
人
で

あ
っ
た
。
小
選
挙
区
で
厳
し
い
選
挙
を
勝
ち
抜
い

た
人
達
は
国
民
新
党
2
人
と
無
所
属
で
は
13
人
。

昨
年
12
月
に
11
人
が
自
民
党
に
復
党
し
、
平
沼
赳

夫
氏
と
野
呂
田
芳
成
氏
は
無
所
属
に
と
ど
ま
っ

た
。
だ
が
、
造
反
組
の
復
党
を
認
め
た
こ
と
で
世

論
の
反
発
を
買
い
、
安
倍
内
閣
の
支
持
率
が
急
落

し
た
た
め
に
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
無
所
属
落
選

組
の
復
党
は
、
今
年
の
参
議
院
選
挙
後
に
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
、
見
送
り
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め

無
所
属
組
の
中
で
夏
の
参
議
院
選
挙
に
自
民
党
の

公
認
候
補
と
し
て
立
候
補
を
考
え
て
い
た
人
は
当

て
が
外
れ
た
。
現
職
参
議
院
議
員
の
奈
良
県
知
事

選
挙
へ
の
転
出
で
、
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
意
欲
を
燃

や
し
て
い
た
森
岡
正
宏
氏（
奈
良
県
・
比
例
近
畿
）

は
県
連
段
階
で
選
考
対
象
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

当
初
公
認
は
間
違
い
な
く
、
本
命
視
さ
れ
て
い
た

藤
井
孝
男
氏（
岐
阜
県
第
4
区
）は
岐
阜
県
連
と
党

本
部
で
は
推
薦
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、

最
近
に
な
っ
て
公
認
候
補
が
出
馬
辞
退
を
表
明
し

た
の
で
、
運
が
開
け
る
か
も
知
れ
な
い
。
政
治
は

一
寸
先
は
闇
と
い
う
が
、
政
治
家
の
運
命
も
紙
一

重
。
つ
く
づ
く
政
治
家
の
運
・
不
運
を
思
い
知
ら

さ
れ
る
。

秦
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
）、
青
倉
一
人
氏（
右

京
少
年
野
球
振
興
会
会

長
）の
祝
辞
に
続
き
、
二

ノ
湯
し
ん
じ
君
が
決
意

表
明
を
行
い
、
地
域
の

在
り
方
や
今
後
の
抱
負

を
語
っ
た
。
太
秦
は
右

京
区
に
お
い
て
最
大
の

学
区
で
あ
る
に
も
関
わ

去
る
1
月
21
日
、
太
秦
大
映
通
り
に

新
設
さ
れ
た
二
ノ
湯
し
ん
じ
君
の
事

務
所
開
き
が
開
催
さ
れ
、
150
人
を
越

え
る
方
々
が
お
祝
い
と
激
励
に
駆
け

つ
け
た
。
来
賓
の
高
屋
宏
章
氏（
太

ら
ず
、
今
ま
で
太
秦
を
地
盤
と
す
る
自
民
党
府
会

議
員
、
市
会
議
員
が
一
時
期
を
除
い
て
い
な
か
っ

た
。
今
回
二
ノ
湯
し
ん
じ
君
が
太
秦
に
事
務
所
を

構
え
、
活
動
拠
点
と
し
た
こ
と
で
、
太
秦
の
発
展

に
貢
献
す
る
も
の
と
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

賞
式
で
「
美
し
い
日
本
の
私
」
と
題
し
て
ス
ピ
ー

チ
し
、
こ
の
歌
に
託
し
て
日
本
の
自
然
の
美
し
さ

を
披
露
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
歌
の
内
容
も
最
近

の
温
暖
化
現
象
で
少
し
狂
っ
て
は
来
て
い
る
。

☆
加
え
て
日
本
に
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
節
目
の
行

事
が
あ
っ
た
が
、
段
々
と
日
本
人
の
生
活
か
ら
季

節
の
行
事
が
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
古
都
京
都
で

も
正
月
、
玄
関
に
飾
り
を
し
た
り
、
日
の
丸
を
掲

揚
す
る
家
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
外
見
か
ら
見
る
限

り
、
正
月
ら
し
い
感
じ
は
全
く
な
い
。

☆
知
人
の
首
相
補
佐
官
に
総
理
は
「
美
し
い
国
・

日
本
」
を
作
る
と
盛
ん
に
言
っ
て
い
る
が
、
日
本

「
春
は
花
、
夏
ほ
と
と
ぎ
す
、
秋
は

月
、
冬
雪
さ
え
て
冷
し
か
り
け
り
」
こ

の
歌
は
日
本
の
四
季
の
自
然
の
移
り
変

り
を
見
事
に
表
現
し
た
道
元
禅
師
の
作

で
あ
る
。
川
端
康
成
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
授

か
ら
伝
統
や
文
化
が
消
え
て
い
く
で
は
な
い
か
と

嘆
い
て
い
た
ら
、
彼
も
同
感
で
今
年
の
正
月
、
首

相
官
邸
に
門
松
を
立
て
よ
う
と
計
画
し
た
と
こ

ろ
、
内
閣
府
の
役
人
か
ら
門
松
は
政
教
分
離
の
原

則
に
反
し
、
憲
法
違
反
の
疑
い
が
あ
る
と
強
く
反

対
さ
れ
た
と
い
う
。
安
倍
総
理
も
強
く
望
ん
で
い

た
が
、
公
邸
な
ら
構
わ
な
い
と
言
う
こ
と
で
仕
方

な
く
公
邸
に
変
更
し
た
そ
う
だ
。

☆
門
松
を
立
て
る
こ
と
が
宗
教
行
事
だ
と
は
考
え

て
も
み
な
か
っ
た
。
由
来
は
そ
う
で
あ
っ
て
も
長
い

歴
史
と
風
雪
を
経
て
、
人
々
の
生
活
に
入
り
込
み
、

正
月
の
慣
習
、
伝
統
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
誰
も
宗

教
行
事
と
は
意
識
し
て
い
な
い
。
美
し
い
自
然
と
伝

統
文
化
を
取
り
戻
さ
な
い
限
り
、「
美
し
い
国
・
日

本
」
の
実
現
な
ど
と
て
も
出
来
な
い
。
来
年
は
裁
判

で
争
っ
て
も
官
邸
に
門
松
を
立
て
た
い
と
政
務
官
は

言
っ
て
い
た
が
、
ぜ
ひ
実
行
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

恒 心

る
。
特
に
今
後
太
秦
学

区
で
は
、
区
役
所
・
保

健
所
の
移
転
と
そ
の
跡

地
活
用
、
地
下
鉄
新
駅

の
開
設
に
伴
う
町
づ
く

り
な
ど
、
非
常
に
大
き

な
変
化
を
迎
え
る
。
政

治
が
行
政
と
住
民
の
間

で
し
っ
か
り
と
機
能
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

二ノ湯しんじ事務所開設
約150人が激励に駆けつける

森岡正宏氏
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・出発時刻：午前8時15分（時間厳守）
・集合場所：京阪四条駅（南座前）
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　　早い目に切符をお買い求め下さい
⃝ �今回は淀の地に人と馬が織り成す京都競馬場の特別見学を兼ねた歩
こう会です。天皇賞・菊花賞など劇的歓声がどよめく巨大な馬場を
一周。超近代的な雰囲気の最大ターフビジョンも放映されます。一
生涯のよき想い出にお気軽にご参加下さい。

● 代表世話人　北村好司郎　☎075-313-8758
　　　　　　　　　　（当日）090-1956-7460

第168回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

第167回
みんなで歩こう湯歩会（参加者84名）

護王神社の境内にて

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」の発行
をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご支援いただ
ける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張にご賛同

いただき、ご入会下さいますようお願い申し上げ
ます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

二
ノ
湯
後
援
会
伊
勢
神
宮
初
詣

穏
や
か
な
日　

約
300
人
が
参
加

一
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
京
都
に
い
る
と
き

は
毎
朝
納
豆
と
も
ず
く
を
食
べ
て
い
る
。
決
し
て

減
量
の
た
め
で
は
な
い
。
関
西
テ
レ
ビ
の
「
発
掘
！

あ
る
あ
る
大
事
典
Ⅱ
」
は
痩
せ
た
い
願
望
の
人
々

の
気
持
ち
を
利
用
し
た
悪
質
な
番
組
で
あ
る
。
こ

ん
な
番
組
を
制
作
す
る
人
の
気
が
知
れ
な
い
。

一
、
妻
が
夫
を
睡
眠
中
に
殴
り
殺
し
、
死
体
を
切

断
し
て
方
々
に
投
げ
捨
て
た
。
な
ん
と
も
空
恐
ろ

し
い
事
件
が
起
こ
っ
た
。
愛
す
る
男
性
の
下
半
身

を
切
り
取
っ
た
阿
部
定
の
猟
奇
殺
人
は
大
変
有
名

で
あ
る
。
今
や
そ
ん
な
話
は
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
い
。

一
、
小
学
校
時
代
の
冬
と
い
え
ば
毎
日
雪
が
降
り
、

頭
巾
と
長
靴
そ
し
て
デ
ン
チ
は
欠
か
せ
な
か
っ

た
。
今
、
地
球
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

温
暖
化
は
着
実
に
進
行
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

豪
雪
地
帯
で
あ
る
新
潟
の
十
日
町
で
も
雪
が
少
な

く
、
最
近
や
っ
と
雪
祭
り
の
開
催
が
決
定
し
た
。

一
、
給
食
費
の
未
納
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
以

前
「
え
と
す
」
で
取
り
上
げ
た
。
ど
う
し
て
こ
う

情
け
な
い
無
責
任
な
親
が
増
え
て
き
た
の
か
。
家

で
も
、
外
で
も
食
べ
た
ら
費
用
が
掛
か
る
。
当
然

の
こ
と
を
素
直
に
納
得
し
な
い
。
嫌
な
世
の
中
に

な
っ
た
も
の
だ
。

一
、
愛
知
県
知
事
、
北
九
州
市
長
選
挙
の
結
果
は

与
野
党
1
勝
1
敗
の
引
き
分
け
に
終
わ
っ
た
。
愛

知
の
場
合
、
現
職
で
3
期
目
は
一
番
強
い
時
。
そ

れ
だ
け
に
あ
の
票
差
で
は
勝
負
に
勝
っ
て
、
選
挙

に
負
け
た
と
い
っ
て
よ
い
。
春
の
統
一
選
、
夏
の

参
議
院
選
、
自
民
党
は
相
当
気
合
を
入
れ
な
け
れ

ば
勝
て
そ
う
に
な
い
。

今
年
で
20
回
目
を
迎
え
た
二
ノ
湯
さ
と
し
後
援

会
の
伊
勢
神
宮
初
詣
旅
行
。
当
日
は
穏
や
か
な
天

候
で
あ
っ
た
。
今
年
の
参
加
者
は
約
300
人
で
バ
ス

7
台
を
連
ね
て
の
初
詣
旅
行
と
な
っ
た
。
こ
の
日

は
成
人
の
日
で
、
3
連
休
の
最
後
の
日
で
あ
っ
た

た
め
か
、
伊
勢
神
宮
へ
の
道
の
り
は
交
通
渋
滞

も
な
く
、
内
宮
の
鳥
居
前
駐
車
場
ま
で
ス
ム
ー
ズ

に
行
け
た
。
そ
の
た
め
参
拝
後
、
お
か
げ
横
丁
で

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
事
故

も
な
く
楽
し
い
20
回
目
の
初
詣
と
な
っ
た
。

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

会員募集にご協力ください
すでに皆様のお手元に、二ノ湯しんじ

の「後援会入会のご案内」が届いている
ことと存じます。後援会の輪を一層広める
ために知人、友人の方をご紹介ください。

〒616-8167 京都市右京区太秦多薮町44-1
（太秦・大映通り）

二ノ湯しんじ事務所

TEL 075-862-1355　FAX 075-862-1350


